
最近「リポジトリ」という言葉を耳にされた方もたくさんいらっしゃるでしょう。
では、「機関リポジトリ」とは何なのか、ご存知でしょうか。
香川大学でも、平成21年4月正式運用を目指して、機関リポジトリに対する取り組は
もう始まっています。

そこで、機関リポジトリとは何なんだろう･･･と思われた方を対象に、機関リポジトリに
関する情報を、正式運用が始まるまでの間、定期的にお届けします。

～讃岐の地から、知のチカラ～

http://www.lib.kagawa-u.ac.jp/www/repository/repo_index.html

「リポジトリ」には、容器、集積所、貯蔵庫、倉庫などの意味の
他に、「宝庫」という意味もあるそうです。
“a repository of knowledge”とは「知識の宝庫」ですね。

試しにGoogleで「リポジトリ」を検索してみると、言葉の意
味以外に「九州大学」「京都大学」「広島大学」「神戸大学」な
どの大学名が目につきます。これら大学などの機関のリポジトリ
が「機関リポジトリ」。そして、香川大学のリポジトリを「香川
大学学術情報リポジトリ」と呼んでいます。

さて、本題。「香川大学学術情報リポジトリ」とは、香川大学内で生産された研究成果物
－つまり、皆さんがお書きになった学術論文、学位論文、教材などの教育資料や、発表資料な
どのうち電子化されたものを、 蓄積保存し、インターネット上で無償で公開するシステム

のことを言います。

香川大学において、教育・研究を通して生産された
成果物は、大学として責任を持って保存すべき貴重な
資産です。大学には、それらを収集・蓄積・保存して、
社会に還元していく重要な使命があります。

香川大学の宝物･･･それは皆さんの研究成果です。
香川大学学術情報リポジトリ構築のために、ご理解

とご協力をよろしくお願いいたします。
テスト運用（学内限定）ページ

「リポジトリ」Google検索結果


